
 
 

滑川町教育委員会だより 
「学んでよかった町へ -チーム滑川での教育-」 

  

     
 
 

  
 
  

令和６年能登半島地震から思う 
 

１月１日の能登半島地震発生時に報道で「東日本大震災を思い出してください。」と繰

り返し呼びかけている場面を見て、2011年３月 11日に発生した大震災を、2008年度生

まれの中学校３年生以下の子供たちは、「どう思ってこの報道を見ているか」を考えまし

た。このとき時間の経過を踏まえて、学校教育のやるべきこと、やらなくてはいけない

ことがあることを再認識しました。そんな折、学校から「子供たちが募金をしたいとい

う申し出があったが役場で募っていますか」という話がありました。私が心配するより

も子供達は、学校・地域・家庭でしっかり育っていることを実感しました。 

現在、「地域」というと、「しがらみが多く何となく不自由な関係」と思う人も少なく

ないといわれています。しかし、現在その地に住んでいる人も移動した人も、その地を

思う心があれば、地域と人との結びつきは無くなることがないと思っています。 

能登半島地震で被災された人のインタビューを聞いていると、「生まれ育った地域に

住み続けたい」「この地で事業を再開したい」などのコメントがあり、受け継がれた土地

がその人にとって重要な意味を持つことや人の拠り所であることが感じられました。地

域社会を維持する中で培われた人と人、家と家の関係はこれからも重要になってくると

思います。 

新型コロナウイルス感染症により、人とのやりとりや接し方が変わろうとする一方で、

個人にとっての人との「つながり」の価値は、これまでとは比べものにならないくらい大

きくなるともいわれています。 

その理由として、「変化の大きいこれからの社会で、人とのつながりが心の健康や幸せ

を保つことを助けてくれる。」「人とのつながりが、個人の『新たな挑戦を支える』働き

がある。」からです。これは「失敗しても大丈夫」「帰る場所がある」と思えることが、

挑戦する勇気をくれるということです。また、「人とのつながりが、自分の殻を破り新た

な情報を手にする有益な手段になること」などもあります。 

今後は、多様な人との「つながり」を持てているか、その人たちとの対話を通じて自分

の視野を更新していけるかどうかが、社会の向かう先を見通し続ける上で重要になりま

す。人は、精神的な支援や問題の解決に役立つ情報など、周囲から有形無形の援助を受

け取っており、安心感は、健康や幸福に大きく関わることが明らかにされています。 

そのためにも、家族や職場という形や場所にこだわることなく、他者との人間関係、

すなわち「つながり」に注目し、人生やキャリアを豊かにする「つながり」を誰もが持てる

ようにする方法をみんなで考えていければいいなと、能登半島地震を通じて考えさせら

れました。ぜひ、震災を通じて、「つながり」について話合ってみてください。 
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「３つの合言葉」元気・学び・会話 



 
 

 
地域に、それぞれの言い伝えや願いにより祀（まつ）られているものがあります。今月は「祀るに
関する札」を紹介します。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                      

滑川町のよさを知ろう！ 「滑川郷土かるた」を通して  №１３ 

酒上げて 病癒えよと 生首八幡 

オトウカさま イッケで祀る 稲荷講 

オトウカさまは、お稲荷様を音で読んだものです。イッケとは、先祖からの血縁を持ち、

日常生活にも強いつながりを持つ集団です。 

このイッケの守り神として、多くは稲荷様を祀り、例えば、篠崎稲荷・金井稲荷などと呼

び、他の地方にはあまり例がありません。 

昔、ある人が殺されて沼に捨てられたのを祀ったと言われ、以前は、土塩の長坂の頂上

にありましたが、森林公園ができたので、現在は他に移されています。首から上の病に御

利益があるといわれ、お礼参りに、竹筒にお酒を入れて供えます。 

龍神の 伝説伝わる 両頭庵沼 

中尾の大立山の東に、両頭庵沼があります。昔、干ばつの時、沼のほとりにすむ神通力

を持つ娘に、雨乞いを頼みました。娘は両頭の大蛇の化身であって、雨乞いは成就しまし

た。村人は感謝し、堂を建て両頭庵と名づけ、娘を龍神様として祀りました。 

ふせぎの儀 鬼も逃げ出す 大わらじ 

ふせぎの儀は、普通の十倍もある大わらじと、藁の束をよりあわせて作る大きなぶち棒と

を、竹竿につるし、村境の道に立て、しめ縄を張って、悪魔や嫌な病気が字内に入ってく

るのを防ぐ伝統行事です。 

大わらじなどに悪魔も驚き引き返すと言われます。 

 

日 時  令和６年２月１０日（土）午後１時３０分～（受付 午後１時より） 
場 所  滑川町コミュニティセンター 大集会室 
意 見 発 表  町内小学校５～６年生、町内中学校１～２年生 
アトラクション  ミニ・コンサート  
出 演 者  滑川中学校吹奏楽部の皆さん 

 

 

 

すばらしい発表です。 

ぜひ御来場ください！ 


